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○鹿嶋市介護認定嘱託職員設置要綱 

令和２年１月２８日 

告示第２３号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は，公平公正な要介護認定調査により介護保険制度の円滑な実施を図るため，鹿嶋市会

計年度任用職員に関する規則（令和元年規則第１６号。以下「会計年度任用職員規則」という。）の規

定に基づき，介護認定嘱託職員（以下「嘱託職員」という。）の設置に関し必要な事項を定めるものと

する。 

（任用） 

第２条 嘱託職員は，都道府県等が実施する認定調査員新規研修を修了し，要介護認定調査業務に適する

と認められる能力を有する者を，次に掲げる者のうちから，市長が任命する。 

（１）保健師又は看護師（准看護師を含む。）の免許を有する者 

（２）介護支援専門員の登録を受けている者 

（３）社会福祉士又は介護福祉士の資格を有する者 

（４）その他鹿嶋市の要介護認定調査業務に適すると市長が特に認める者 

（職務） 

第３条 嘱託職員は，次の業務を行うものとする。 

（１）要介護認定及び要支援認定に係る調査に関する業務 

（２）その他所属長が指示する業務 

（再度の任用） 

第４条 会計年度任用職員規則第３条第３項の規定により，公募によらず従前の勤務実績に基づく選考に

より再度の任用ができるのは，第７条に規定する評価基準に基づく従前の勤務実績の評価がB以上である

ときとする。 

（１週間当たりの勤務時間） 

第５条 会計年度任用職員規則第９条第２項の規定により，嘱託職員の勤務時間は，１週間当たり３１時

間とし，その割振りは，職務に応じて所属長が定める。 

（報酬） 

第６条 市長は，鹿嶋市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和元年条例第２９号）及

び会計年度任用職員規則の定めるところにより，嘱託職員の学歴，経験年数及び勤務時間を考慮して報

酬を決定する。 

（評価基準） 

第７条 第４条の従前の勤務実績の評価は，次の表の評価基準に基づき行うものとし，評価の方法等は，

別に定める。 

行動の水準 評価 

特に優れている Ｓ 

優れている Ａ 

標準 Ｂ 

劣る Ｃ 

特に劣る Ｄ 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は，令和２年４月１日から施行する。ただし，次項の規定は，公布の日から施行する。 

（準備行為） 

２ この告示の施行の日以後の任用その他必要な行為は，同日前においても行うことができる。 

（鹿嶋市介護認定調査嘱託職員要綱の廃止） 

３ 鹿嶋市介護認定調査嘱託職員要綱（平成２６年告示第２２８号）は，廃止する。 


